
　

私
は
山
口
県
阿
川
と
い
う
半
農
半
漁
の
山
陰

の
小
さ
な
町
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
父
は
大
漁
の

船
を
賑
々
し
く
飾
る
大
漁
旗
の
図
案
を
起
こ
し

染
め
る
と
い
う
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
が
、

私
が
6
歳
の
時
42
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
7

人
の
子
供
を
抱
え
た
母
の
心
痛
は
如
何
が
ば
か

り
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
折
、
父
の
実

家
に
大
本
本
部
の
松
永
梅
雄
先
生
の
父
上
が
宣

教
に
来
ら
れ
、
霊
が
見
え
る
な
ど
魅
力
あ
る
講

話
に
信
者
が
一
気
に
増
え
、
母
も
こ
れ
こ
そ
求

め
て
い
た
も
の
と
、
す
ぐ
に
入
信
を
決
意
し
た

と
聞
い
て
い
ま
す
。
山
口
県
の
信
者
さ
ん
は
う

な
ぎ
登
り
、
団
体
列
車
を
仕
立
て
て
の
本
部
参

拝
で
し
た
。
当
時
の
本
苑
長
は
三
代
様
の
お
歌

に
も
詠
ま
れ
て
い
ま
す
が
大
本
事
件
の
折
、
多

大
な
資
金
援
助
を
さ
れ
た
歯
科
医
の
植
田
瑞
穂

さ
ん
で
し
た
。
我
家
は
兄
が
国
鉄
に
勤
務
し
て

い
た
の
で
、
旅
費
も
軽
く
す
み
母
は
連
れ
て
く

れ
ま
し
た
が
、
父
方
の
叔
母
が
二
代
様
の
御
付

の
ご
用
を
し
て
い
ま
し
た
の
で
二
代
様
へ
の
ご

面
会
を
た
ま
わ
り
「
あ
ん
さ
ん
苦
労
し
な
あ
は

る
な
ぁ
、
で
も
後
々
よ
く
な
る
で
ぇ
」
と
お
言

葉
を
た
ま
わ
り
ま
し
た
こ
と
が
93
歳
で
亡
く

な
っ
た
母
の
大
き
な
力
と
な
り
何
度
も
繰
り
返

し
た
大
切
な
語
り
草
で
し
た
。
私
自
身
は
高
校

卒
業
後
一
時
郵
便
局
に
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、

東
京
本
苑
（
当
時
）
に
ご
奉
仕
の
お
誘
い
を
受

け
、
生
ま
れ
て
初
め
て
上
京
し
ま
し
た
。
や
っ

と
駅
に
降
り
立
っ
た
も
の
の一
人
で
信
号
を
渡
れ

ず
、
幾
人
か
渡
る
ま
で
待
っ
て
い
ま
し
た
。
東

京
で
の
ご
用
は
綾
部
要
荘
に
お
ら
れ
た
金
井
イ

サ
子
さ
ん
と
出
向
の
梅
田
先
生
を
初
め
岡
崎
先

生
、
中
倉
先
生
な
ど
常
時
7
〜
8
人
の
食
事

等
の
お
世
話
を
し
ま
し
た
が
、
お
買
い
物
の
サ

サ
ミ
を
頼
ま
れ
て
も
ハ
テ
何
屋
に
売
っ
て
い
る

の
だ
っ
け
？
と
思
う
私
で
し
た
。
当
時
月
に
幾

度
か
三
代
様
は
四
代
様
と
ご
一
緒
に
上
京
さ
れ

歯
科
医
の
大
塚
先
生
に
か
よ
わ
れ
ま
し
た
が
、

イ
サ
子
さ
ん
の
お
料
理
を
こ
と
の
他
お
喜
び
で

「
お
い
し
い
な
ぁ
」
と
の
お
言
葉
を
聞
く
の
が

本
当
に
嬉
し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
私

が
漬
物
や
保
存
食
を
作
っ
た
り
、
毎
年
大
阪
本

苑
で
直
会
用
に
タ
ク
ア
ン
を
1
0
0
本
漬
け
さ

せ
て
頂
い
て
い
る
の
も
、
料
理
の
よ
ろ
こ
び
を

教
わ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
又
、
出
口
伊

佐
男
先
生
も
偶
に
来
苑
さ
れ
「
お
水
を
一
杯
下

さ
い
」
が
ご
所
望
の
合
図
の
お
酒
を
コ
ッ
プ
に

な
み
な
み
と
つ
ぎ
、
お
持
ち
す
る
と
大
層
喜
ば

れ
た
も
の
も
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。
そ
の
後

大
本
会
館
が
立
ち
上
が
り
電
話
の
構
内
交
換

手
の
免
許
を
持
つ
私
に
声
が
か
か
り
、
亀
岡
本

部
に
移
動
し
ま
し
た
。
し
か
し
都
会
の
信
号
も

一
人
で
渡
れ
な
か
っ
た
私
で
す
が
、
本
部
に
も

慣
れ
て
く
る
と
、
世
間
に
出
て
み
た
く
な
り
ま

し
た
。
電
々
公
社
に
勤
務
の
大
阪
の
信
者
さ
ん

の
紹
介
で
ダ
イ
ハ
ツ
販
売
本
社
に
入
社
、
住
ま

い
も
お
世
話
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て
「
遅
咲

き
の
花
も
あ
る
よ
」
と
い
う
母
の
言
葉
通
り
大

阪
本
苑
で
主
人
と
め
ぐ
り
会
い
ま
し
た
。

　
二
代
様
の
言
葉
通
り
、
母
の
6
人
の
子
供
た

ち
は
、
姉
が
天
国
の
城
分
所
の
飯
田
家
の
方
に

嫁
ぐ
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
所
帯
を
持
ち
、孫
は
16
人
、

皆
信
仰
の
喜
こ
び
に
生
き
て
い
ま
す
。
結
婚
の

遅
か
っ
た
息
子
に
も
良
い
ご
縁
を
い
た
だ
き
、

す
で
に
孫
は
３
人
。
家
族
で
信
仰
を
継
い
で
く

れ
て
い
ま
す
。神
様
か
ら
沢
山
の
ご
縁
を
頂
き
、

そ
の
ご
恩
は
は
か
り
知
れ
ず
、
感
謝
の
日
々
を

送
っ
て
い
ま
す
。
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大
阪
本
苑
3
月
月
次
祭
執
行

　

東
日
本
大
震
災
10
年
を
迎
た
弥
生
３
月
の
月

次
祭
は
、
３
月
14
日
午
前
10
時
、
斎
主
足
立
正

文
宣
教
担
当
参
事
の
も
と
、
厳
粛
に
執
行
さ
れ

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止

策
の
た
め
、
今
月
も
規
模
を
縮
小
し
て
の
執
行

と
な
っ
た
。
祭
典
は
、
祓
式
行
事
、
斎
主
「
月

次
祭
祝
詞
・
誕
生
祭
祝
詞
」「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
早
期
終
息
祈
願
祝
詞
」
を
奏
上
。
玉
串
捧

奠
は
、
斎
主
、
宣
伝
使
代
表
、
本
苑
長
、
各
代

表
、
参
拝
者
代
表
、
３
月
誕
生
者
代
表
が
敬
虔

に
捧
げ
た
。
斎
主
先
達
、
神
言
奏
上
、
讃
美
歌

斉
唱
。
続
い
て
、
乙
姫
様
月
次
祭
を
執
行
。
伊

藤
香
次
長
に
よ
る
「
い
づ
の
め
し
ん
ゆ
」
拝
読

で
祭
典
は
終
了
し
た
。
本
苑
長
挨
拶
で
は
、「
１

月
13
日
に
発
令
さ
れ
ま
し
た
緊
急
事
態
宣
言
は
、

２
月
末
に
首
都
圏
を
除
き
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、

大
阪
で
は
連
日
１
０
０
名
前
後
の
感
染
者
が
確

認
さ
れ
て
お
り
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
す
の
で
、
本
日
も
先
月
同
様
に
規
模

を
縮
小
し
「
密
閉
・
密
集
・
密
接
」
の
「
三
密
」

状
態
を
回
避
す
る
た
め
、
分
所
・
支
部
長
並
び

に
役
員
の
み
の
参
拝
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
後
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況

を
確
認
し
な
が
ら
、
祭
典
参
拝
、
研
修
会
開
催

等
の
自
粛
体
制
を
緩
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
当
面
は
、
変
異
株

の
感
染
拡
大
も
懸
念
さ
れ
こ
の
よ
う
な
状
況
が

続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
昨
年
の
み

ろ
く
大
祭
で
の
教
主
さ
ま
の
お
言
葉
の
と
お
り

衛
生
面
、
生
活
面
で
感
染
し
な
い
よ
う
に
細
心

の
注
意
を
払
っ
て
行
動
す
る
と
と
も
に
、
今
ま

で
以
上
に
神
さ
ま
を
敬
い
、
正
し
き
浄
き
信
仰

を
さ
ら
に
深
め
て
心
身
の
健
全
を
は
か
り
、
天

津
祝
詞
、
神
言
を
日
々
奏
上
し
て
霊
界
を
浄
め

る
ご
用
に
お
仕
え
し
、
世
の
中
の
よ
い
鏡
と
な

る
よ
う
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

霊
界
物
語
第
５
巻　

第
22
章　

神
示
の
箱
舟
で

は
、
神
様
の
命
に
よ
り
、
多
く
の
箱
舟
を
造
り
、

「
た
く
さ
ん
の
ご
縁
に
導
か
れ
た
信
仰
」

　
　
　
　
高
槻
分
所　
　

西　
ヒ
ロ
子　

大
洪
水
か
ら
助
か
っ
た
と
い
う
く
だ
り
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
一
説
に
す
べ
て
神
の
な
す
業
は
人

間
の
窺
知
し
得
る
べ
き
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
。『
神

は
今
の
今
ま
で
は
何
事
も
申
さ
ぬ
ぞ
よ
。
人
民

は
た
だ
神
の
申
す
よ
う
に
い
た
せ
ば
、
ち
っ
と

も
落
度
は
無
い
ぞ
よ
』
と
神
諭
に
示
さ
れ
た
る

が
ご
と
く
、
た
だ
吾
々
が
下
ら
ぬ
屁
理
屈
を
や

め
て
、
た
だ
た
だ
神
命
の
ま
ま
に
活
動
す
べ
き

で
あ
る　

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
大
本
の
ご
神

業
は
教
主
さ
ま
が
中
心
で
す
、『
中
心
・
基
本
・

初
心
』
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、“
お
土
の
心
”
に

な
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
天
地
の
ご
恩
に
報
い
る

生
活
を
実
践
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
皆
様
と
信
仰

の
喜
び
を
共
有
し
な
が
ら
教
主
さ
ま
の
み
心
に

沿
っ
た
活
動
を
本
苑
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
、

大
阪
か
ら
良
い
型
を
出
て
い
き
た
く
思
い
ま
す

の
で
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」
と

述
べ
た
。
高
瀬
健
二
総
務
担
当
参
事
に
よ
る
お

知
ら
せ
で
無
事
終
了
と
な
っ
た
。
桜
も
漸
く
ほ

こ
ろ
び
初
め
穏
や
か
な
一
日
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
参
拝
者
64
人
）

春
は
、そ
こ
ま
で

祭主「月次祭祝詞」奏上祭主「月次祭祝詞」奏上

大神様 玉串捧奠大神様 玉串捧奠

乙姫様 玉串捧奠乙姫様 玉串捧奠

祭主「乙姫様月次祭祝詞」奏上祭主「乙姫様月次祭祝詞」奏上

「いづのめしんゆ」拝読「いづのめしんゆ」拝読伊藤忠茂本苑長の挨拶伊藤忠茂本苑長の挨拶

ミ
ニ
講
話



　
去
る
3
月
7
日（
日
）午
前
10
時
よ
り「
大

阪
本
苑
企
業
繁
栄
祈
願
祭
」が
斎
主
・
伊
藤 

香 

本
苑
次
長
の
も
と
、竜
宮
の
乙
姫
様
御
前

で
清
々
し
く
執
行
さ
れ
た
。

（
申
込
企
業
54
社・参
拝
者
54
人
）

　

祭
典
は
八
雲
琴
の
清
ら
か
な
音
色
の
中
、

斎
主・祭
員
が
大
神
様
神
前
に
入
殿
。祓
式
行

事
の
後
、斎
主
が「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
早

期
終
息
祈
願
祝
詞
」に
続
き「
企
業
繁
栄
祈
願

祭
奏
上
祝
詞
」奏
上
、そ
の
後
全
員
で「
天
津

祝
詞
」を
奏
上
。祭
員
は
竜
宮
の
乙
姫
様
御
前

に
移
動
し
、斎
主「
企
業
繁
栄
祈
願
祭
祝
詞
」

奏
上（
辞
別
て
起
業
成
就
祈
願
を
も
含
め
奏

上
）後
斎
主
玉
串
捧
奠
に
続
き
伊
藤
忠
茂
本

苑
長
、参
拝
の
企
業
代
表
者
全
員
が
敬
虔
に

玉
串
を
捧
奠
し
た
。

　
祭
典
後
、本
苑
長
よ
り「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
の
流
行
で
今
は
大
変
な
時
期
だ
が
今
後

も
大
神
様
並
び
に
竜
宮
の
乙
姫
様
の
ご
守
護

の
お
か
げ
を
頂
き
会
社
を
益
々
発
展
さ
せ
て

下
さ
い
。」と
挨
拶
し
た
。そ
の
後
参
拝
者
に

は
、お
供
え
さ
れ
た
御
札・お
神
酒・お
菓
子
と

神
饌
物
の
ご
下
付
を
受
け
ら
れ
帰
途
に
つ
い

た
。尚
、こ
の
ご
祈
願
は
祭
典
後
１
週
間
、本

苑
に
お
い
て
続
け
ら
れ
た
。

 
大
阪
本
苑
春
季
慰
霊
大
祭
が
３
月
28
日（
日
）、

斎
主
・
伊
藤
香
次
長
の
も
と
、厳
粛
に
執
行
さ
れ

た
。参
拝
者
113
人
。大
神
様
に「
慰
霊
大
祭
奏
上

祝
詞
」「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
早
期
終
息
祈
願

祝
詞
」
を
奏
上
、天
津
祝
詞
を
参
拝
者
全
員
で

奏
上
後
、祭
員
は
特
設
祭
壇
前
に
移
動
。天
の

数
歌
・
招
魂
詞
で
祭
壇
に
設
け
ら
れ
た
神
籬
に

大
阪
に
神
縁
の
あ
る
信
徒
祖
霊
様
を
厳
粛
に
招

魂
。「
春
季
慰
霊
祭
祝
詞
」を
上
げ
、玉
串
捧
呈

で
は
、斎
主
に
続
き
、宣
伝
使
代
表
、伊
藤
忠
茂

本
苑
長
、総
代
会
代
表
、分
所
・
支
部
代
表
、役

職
諸
機
関
代
表
、青
少
年
代
表
、令
和
2
年
度

後
期
帰
幽
者
遺
族
代
表
、参
拝
者
代
表
、祭
典

委
員
長
が
敬
虔
に
玉
串
を
捧
呈
し
た
。
神
言
、

讃
美
歌
を
斉
唱
し
、先
人
の
遺
徳
を
偲
び
、感

謝
と
敬
虔
な
祈
り
の
も
と
に
賑
々
し
く
祭
典
を

終
了
し
た
。祭
典
後
、二
絃
の
会
に
よ
る
八
雲
琴

「
菅
掻
曲
・
飛
鳥
山
」と
平
尾
晃
宏
様
の
朗
詠「
大

本
神
歌
」が
奉
納
さ
れ
、次
に
冠
沓
句
巻
開
き
が

行
わ
れ
た
。（
冠
句
投
稿
者
数
52
名
・
集
句
211
句
・

抜
句
179
句
、そ
の
内
平
調
84
句
・
佳
調
79
句
・
秀

調
9
句
・
特
別
秀
調
3
句
・
四
光
明
４
句
）伊
藤

忠
茂
本
苑
長
挨
拶
で
は
、「
大
本
信
徒
に
と
っ
て

の
祖
霊
祭
り
の
大
切
さ

と
、大
三
災
小
三
災
で

犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々

を
丁
重
に
お
祀
り
さ
せ

て
い
た
だ
く
万
霊
社
の

意
義
を
再
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。」

と
述
べ
た
。
最
後
に
斎

主
・
伊
藤
香
次
長
の
も

と
帰
魂
が
行
わ
れ
、祭

典
は
終
了
。

企
業
繁
栄
祈
願
祭
を
執
行

　

3
月
31
日（
水
）午
前
10
時
よ
り
二
代
様
を

偲
び
、斎
主
伊
藤
忠
茂
本
苑
長
の
も
と
69
回
目

の
二
代
様
毎
年
祭
遥
拝
祭
が
執
行
さ
れ
た
。

参
拝
者　

4
名

二
代
様
毎
年
祭
遥
拝
祭
報
告

　

海
や
川
を
綺
麗
に
す
る
た
め
に
使
用
済
み
、

期
限
切
れ
の
カ
イ
ロ
の
回
収
に
ご
協
力
下
さ
い
。

　

カ
イ
ロ
の
中
身
に
有
機
酸
の
一
種
を
加
え
た

「
ゴ
ー
グ
リ
ー
ン
キ
ュ
ー
ブ
」を
ヘ
ド
ロ
が
た
ま

っ
た
汚
水
に
入
れ
る
と
鉄
イ
オ
ン
が
溶
け
出
し

有
害
な
硫
化
水
素
が
鉄
と
反
応
し
て
無
害
な
硫

化
鉄
に
な
り
水
質
が
改
善
さ
れ
ま
す
。悪
臭
が

抑
え
ら
れ
、水
中
に
酸
素
が
供
給
さ
れ
水
生
植

物
が
繁
殖
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

使
用
済
み
、期
限
切
れ
の
カ
イ
ロ
は
、大
阪
本

苑
玄
関
の
直
心
会
掲
示
板
の
下
に
回
収
ボ
ッ
ク

ス
を
設
置
し
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

カ
イ
ロ
で
水
を
き
れ
い
に

お
ひ
な
ま
つ
り
開
催

　
3
月
本
苑
春
季
慰
霊
祭
祭
典
後
、歓
の
家
に
て
お

ひ
な
祭
り
を
行
い
ま
し
た
。少
年
参
拝
者
は
2
名
で

し
た
。お
菓
子
の
レ
イ
を

首
に
か
け
て
も
ら
っ
て
記

念
撮
影
を
し
ま
し
た
。お

菓
子
の
レ
イ
を
喜
ん
で

も
ら
え
て
良
か
っ
た
で
す
。

令和3年4月11日(2) 大阪本苑だより

　

去
る
3
月
13
日
(土
)第
111
回
な
に
は
づ
短
歌
会

が
浅
田
弘
子
先
生
ご
指
導
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

（
出
席
者
7
名
・
詠
草
20
首
）

　

久
し
振
り
の
顔
合
わ
せ
に
和
や
か
な
内
に
も

活
発
な
歌
会
と
な
り
ま
し
た
。　

　

短
歌
会
は
毎
月
本
苑
月
次
祭
前
日
（
土
）
午

後
1
時
よ
り
開
催
し
て
い
ま
す
。

出
席
で
き
な
け
れ
ば
詠
草
だ
け
で
も
、
出
席
さ

れ
る
だ
け
で
も
結
構
で
す
。
気
軽
に
参
加
し
て

下
さ
い
。
皆
様
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
3
月
の
詠
草
よ
り
】　
（
敬
称
略
）

な
に
は
づ
短
歌
会
開
催
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
枝
廣
　
忠
夫

「
コ
ロ
ナ
禍
に
」の
題
の
冠
句
に
募
り
し
句

未
曾
有
の
難
を
素
直
に
詠
み
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
西
　
康
吉

　
　
　
　
　
　
　
京
都
自
然
森
林
植
物
園
に
て

裸
木
の
木
下
に
出
づ
る
福
寿
草

け
さ
咲
く
花
弁
黄
金
に
耀
ふ

【
教
本
1
級
認
定
】
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

○ 
田
中　

勲　
　
（
三
島
分
所
）

　

○ 
田
中　

文
子　
（
三
島
分
所
）

　

○ 

桑
名　

邦
彦　
（
神
路
分
所
）

【
教
本
2
級
認
定
】
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

○ 

岩
﨑　

裕　
　
（
貝
塚
分
所
）

　

○ 

岩
﨑　

誠
子　
（
貝
塚
分
所
）

　

○ 

中
ロ　

ツ
ギ
エ
（
城
東
分
所
）

　

○ 

岡
尾　

勝
治　
（
玉
川
分
所
）

教本認定授与

○
冠
沓
句

〈
秀
調
〉
（
敬
称
略
）

三
島　
谷
内　

滋
治　

 

枚
方　
浅
田　

弘
子

枚
方　
松
本　

逹
也　

 

旭　
　
樋
口　

紀
久
子

城
東　
中
ロ　

ツ
ギ
エ 

松
月　
大
城　

信
香

曙　
　
山
崎　

千
代　

 

曙　
　
城
本　

志
の
ぶ

堺　
　
出
ロ　

照
代

〈
特
別
秀
調
〉
（
敬
称
略
）

高
槻　
西　
　

ヒ
ロ
子 

三
島　
谷
内　

い
づ
み

城
東　
村
上　

直
枝

変
わ
り
ゆ
く
宣
教
活
動
は
オ
ン
ラ
イ
ン

歳
重
ね
何
よ
り
嬉
し
家
族
の
和

変
わ
り
ゆ
く
時
代
に
も
不
変
教
主
様
の
宣
り

コ
ロ
ナ
禍
に
大
潔
斎
の
麻
と
鈴

《
四
光
明
》
（
敬
称
略
）

　

〈
軸
〉　
　
　
三
島　
足
立　

正
文

　

〈
人
〉　
　
　
神
路　
惣
田　

安
紀
子

　

〈
地
〉　
　
　
玉
川　
水
田　

千
寿

　

〈
天
〉　
　
　
神
路　
宇
佐
美　

賢
治

【
教
本
3
級
認
定
】
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

○ 

高
田　

茂
子　
（
三
島
分
所
）

　

○ 

西
野　

春
光　
（
御
津
ノ
浜
分
所
）

　

○ 

村
上　

直
枝　
（
城
東
分
所
）

　

○ 

山　
　

博
光　
（
神
路
分
所
）

　

○ 

矢
野　

義
一　
（
三
島
分
所
）

 

大
阪
本
苑
春
季
慰
霊
大
祭
執
行

「企業繁栄祈願祭祝詞」奏上「企業繁栄祈願祭祝詞」奏上

企業代表者玉串捧奠企業代表者玉串捧奠

八雲琴　「管掻曲」
　　　　「飛鳥山」 ニ絃の会

○
奉
納
行
事 

（
敬
称
略
）

朗　詠　「大本神歌」
平尾 晃宏

帰幽者遺族代表者玉串捧呈帰幽者遺族代表者玉串捧呈



●
教
主
生
誕
祭
遥
拝
祭
ご
案
内

　
5
月
4
日（
火・祝
）午
前
10
時
よ
り
、教
主
生

誕
祭
と
三
代
様
・
尊
師
様
生
誕
祭
の
遥
拝
祭
を

執
行
致
し
ま
す
。多
数
の
ご
参
拝
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

●
み
ろ
く
大
祭
遥
拝
祭
ご
案
内

　

5
月
5
日（
水
・
祝
）午
前
10
時
よ
り
、み
ろ

く
大
祭
遥
拝
祭
を
執
行
致
し
ま
す
。多
数
の
ご

参
拝
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
生
き
が
い
公
開
講
座 

特
別
編

み
ろ
く
の
世
の
経
済

〜
出
口
な
お・出
口
王
仁
三
郎
の
預
言
〜

【
日
時
】5
月
30
日（
日
）14
時
〜
16
時（
13
時
開
場
）

【
会
場
】大
阪
市
立
住
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー
3
F
ホ
ー
ル

【
講
師
】藤
原
直
哉（
経
済
ア
ナ
リ
ス
ト
•
株
式
会
社
あ
え
る
ば
代
表
取
締
役
）

未
信
徒
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
家
庭
内
未
信
者
、
未

自
覚
信
徒
を
誘
っ
て
後
継
者
育
成
に
活
用
し
ま
し

ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宣
教
部

●
本
苑
祭
式
講
習
会・

　
葬
祭
研
修
会
お
知
ら
せ

　

祭
式
講
習
会
・
葬
祭
研
修
会
を
次
の
通
り
開
催

致
し
ま
す
。祭
式
の
大
切
さ
を
皆
様
と
共
に
学
び

た
い
と
思
い
ま
す
。

○
祭
式
講
習
会 

【
日
時
】5
月
22
日（
土
） 

午
前
9
時
〜

        

5
月
23
日（
日
）     

〜
17
時

【
参
加
費
】無
料（
但
し
昼
食
各
自
負
担
）

【
持
物
】動
き
易
い
服
装
、テ
キ
ス
ト「
大
本
祭
式
」

　
　
　

教
本（
5
0
0
円
に
て
配
布
）

○
葬
祭
研
修
会

【
日
時
】5
月
23
日（
日
）
午
前
9
時
〜
1
6
時

　
　
　

葬
祭
式
次
第（
司
会
用
）を
も
と
に

　
　
　

招
魂
式・発
葬
式
を
研
修
し
ま
す
。

※
各
分
所
支
部
か
ら
必
ず
一
人
以
上
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
3
回
生
き
が
い
公
開
講
座
を

1
年
ぶ
り
に
梅
田
会
場
で
開
催

　
一
般
の
方
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
、梅

田
の「
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
」で
開
催
し
始
め
ま

し
た
が
、昨
年
3
月
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
の
た
め

に
、事
前
収
録
し
て
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
配
信
し
て
き
ま
し
た
。今

年
も
会
場
の
使
用
が
難
し
く

や
む
な
く
人
類
愛
善
会
大
阪

協
議
会（
大
阪
本
苑
）よ
り
ラ

イ
ブ
配
信
し
て
き
ま
し
た
。3

月
に
な
り
よ
う
や
く
2
回
目

の
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ

れ
、17
日（
水
）1
年
ぶ
り
に
梅

田
の
会
場
で
開
催
で
き
ラ
イ

ブ
配
信
も
実
施
し
ま
し
た
。講

　

大
阪
本
苑
に
と
り
ま
し
て
は
、と
て
も
大
切
な

松
山
で
ご
ざ
い
ま
す
。こ
の
松
山
を
永
年
に
渡
り

管
理
整
備
さ
れ
て
き
た
の
が
松
本
相
談
役
で
ご

ざ
い
ま
す
。毎
週
1
度
は
現
地
に
出
向
か
れ
、近

隣
住
民
の
方
々
と
協
調
と
和
合
を
重
じ
ら
れ
、伐

採
さ
れ
た
枯
木
枯
草
の
焼
却
清
掃
を
さ
れ
、ま
た

追
加
の
苗
木
を
植
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。相
談
役

の
ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。段
々
畑
に
連

な
る
松
林
は
、実
に
見
事
な
景
色
で
す
。隣
接
地

に
は
み
か
ん
畑
と
梅
林
で
、環
境
も
良
く
緑
豊
か

な
風
景
で
す
。季
節
の
良
い
時
期
に
は
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
適
し
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。（
現
地
ま

で
車
で
1
時
間
半
で
す
） 

松
山

の
手
入
れ
と
整
備
を
近
隣
の
住

民
の
方
々
と
協
調
し
、持
続
可

能
に
す
る
事
が
、今
後
の
誠
心

会
の
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
信
徒
の
皆
様
の
お
志

に
よ
り
約
七
百
坪
の
広
大
な
畑

を
開
墾
し
、平
成
29
年
4
月
よ

り
松
苗
が
三
百
本
植
樹
さ
れ
ま

し
た
。そ
の
後
、苗
は
す
く
す
く

と
伸
び
幹
も
相
当
太
く
な
り
、

枝
ぶ
り
も
立
派
に
成
長
し
て
い

ま
す
。大
阪
本
苑
の
役
職
の
皆
様

は
松
山
の
ご
奉
仕
に
ご
参
加
し

て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 （
大
阪
本
苑
誠
心
会
）

誠
心
会
松
山
だ
よ
り

  　

海
や
川
を
綺
麗
に
す
る
た
め
に
使
用
済
み
、

期
限
切
れ
の
カ
イ
ロ
の
回
収
に
ご
協
力
下
さ
い
。

　

カ
イ
ロ
の
中
身
に
有
機
酸
の
一
種
を
加
え
た

「
ゴ
ー
グ
リ
ー
ン
キ
ュ
ー
ブ
」を
ヘ
ド
ロ
が
た
ま

っ
た
汚
水
に
入
れ
る
と
鉄
イ
オ
ン
が
溶
け
出
し

有
害
な
硫
化
水
素
が
鉄
と
反
応
し
て
無
害
な
硫

化
鉄
に
な
り
水
質
が
改
善
さ
れ
ま
す
。悪
臭
が

抑
え
ら
れ
、水
中
に
酸
素
が
供
給
さ
れ
水
生
植

物
が
繁
殖
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

使
用
済
み
、期
限
切
れ
の
カ
イ
ロ
は
、大
阪
本

苑
玄
関
の
直
心
会
掲
示
板
の
下
に
回
収
ボ
ッ
ク

ス
を
設
置
し
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

題
は
、浅
田
秋
彦（
人
類
愛
善
会
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
大
阪
協
議
会
名
誉
顧
問
）講
師
に
よ
る

「
明
る
く
素
直
に
前
向
き
に
〜
人
生
の
本
分
を

尽
く
す
生
活
の
原
理
〜
」で
し
た
。残
念
な
が
ら

一
般
の
参
加
者
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、久
し

ぶ
り
の
公
開
講
座
で
、講
師
・ス
タ
ッ
フ
と
も
に

意
気
揚
々
で
し
た
。

令和3年4月11日(3) 大阪本苑だより

　

大
阪
本
苑
で
は
、毎
月
2
〜
3
回
土
曜
日
に

『
大
本
常
設
講
座
』を
開
催
し
て
い
ま
す
。

未
信
徒
・
家
庭
内
未
信
徒
の
お
誘
い
合
わ
せ

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
開
催
予
定
日
】

4
月
17
日
・
4
月
24
日

5
月
1
日
・
5
月
15
日
・
5
月
22
日

●
大
本
生
き
が
い
常
設
講
座
ご
案
内

　
４
月
29
日
（
木
・
祝
）
10
時
よ
り
、
四
代
様
を

偲
び
、
20
年
目
の
毎
年
祭
遥
拝
祭
を
執
行
致
し
ま

す
。
多
数
ご
参
拝
下
さ
い
。

●
四
代
教
主
毎
年
祭
遥
拝
祭
ご
案
内

●
信
徒
研
修
会
の
お
知
ら
せ

　

4
月
25
日
（
日
）
大
阪
本
苑
で
「
信
徒
研

修
会
」
を
行
い
ま
す
。
今
コ
ロ
ナ
禍
で
不
要
の

外
出
を
控
え
る
中
、
教
団
方
針
・
人
類
愛
善

会
活
動
方
針
に
の
っ
と
り
「
今
、
何
を
す
べ
き

か
？
何
が
で
き
る
の
か
？
」
具
体
策
を
見
い
だ

せ
る
実
践
的
な
研
修
会
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

事
前
に
、
各
方
針
を
熟
読
し
て
「
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
Ｎ

１
０
０
採
点
表
」
で
自
己
評
価
し
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
な
お
、
参
加
者
は
、「
令
和
３
年
度

教
団
方
針
・
人
類
愛
善
会
活
動
方
針
」
の
冊

子
と
採
点
表
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　
令
和
3
年
4
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
30
分

【
場
所
】
大
本
大
阪
本
苑　

【
費
用
】昼
食
費
５
０
０
円（
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
）

【
持
ち
物
】「
令
和
３
年
度
教
団
方
針
・
人
類
愛

　
　
　
　

善
会
活
動
方
針
」 ・ 「
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
Ｎ

　
　
　
　
１
０
０
採
点
表
」
筆
記
具

　
　
　
　
マ
イ
箸
、
マ
イ
ボ
ト
ル
、
マ
イ
祝
詞

●
第
48
回
中
の
島
ま
つ
り
に
つ
い
て

　
5
月
3
日
（
月
）〜
5
日
（
水
）
に
予
定
し

て
お
り
ま
し
た
第
48
回
中
の
島
ま
つ
り
は
、

今
回「
不
参
加
」と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
誄
詞
研
修
会
の
お
知
ら
せ

　

葬
儀
の
「
誄
詞
」
は
と
て
も
重
要
な
祝
詞
の

一つ
で
も
あ
り
ま
す
。
亡
く
な
ら
れ
た
神
霊
さ

ま
を
善
言
美
詞
で
あ
る
祝
詞
に
よ
り
、
よ
り
高

い
霊
界
に
昇
っ
て
頂
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
研
修
会
で
は
支
部
長
さ
ま
を
は
じ
め
研
鑽
を

希
望
さ
れ
る
多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

【
日
時
】　
令
和
３
年
４
月
１７
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

【
場
所
】　
大
本
大
阪
本
苑　
ご
神
前
の
間

【
講
師
】　
出
口　
飛
鳥
先
生

【
費
用
】　
昼
食
費
5
0
0
円
（
実
費
）

●
全
国
愛
善
歌
大
会
奉
納
形
態

　
変
更
の
お
知
ら
せ

　

教
主
ご
就
任
20
周
年
慶
祝
「
全
国
愛
善
歌

奉
納
大
会
」
を
、
今
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

い
た
し
ま
す
。
信
徒
の
み
な
さ
ま
か
ら
映
像
を

募
集
い
た
し
ま
す
！
愛
善
歌
「
基
本
宣
伝
歌
」

を
収
録
し
た
映
像
を
お
送
り
い
た
だ
き
、
１
つ

の
動
画
に
ま
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
開
催
日
】
令
和
3
年
5
月
4
日
（
火
・
祝
）

【
合
唱
曲
】「
基
本
宣
伝
歌
」

【
奉
納
形
態
】
撮
影
し
た
動
画
を
投
稿
し
て
く
だ
さ
い

※
ご
投
稿
い
た
だ
い
た
動
画
を
本
部
で
ひ
と
つ
に
ま
と
め
ま
す

【
締
切
日
】
令
和
３
年
４
月
12
日
（
月
）
必
着

サ
ン
プ
ル
動
画
・
楽
譜
・
動
画
撮
影
方
法
・
動

画
送
信
方
法
は
「
大
本
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

／
信
徒
専
用
」
に
ご
ざ
い
ま
す

み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
心
よ
り
、
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

●
生
き
が
い
公
開
講
座
予
告

　
第
４
回
は
ラ
イ
ブ
配
信
の
み
に
な
り
ま
し
た
。

【
配
信
時
間
】4
月
21
日（
水
）午
後
7
時
〜
8
時
30
分

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
「
人
類
愛
善
会
大
阪
」
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
配
信

神
と
人
と
の
関
係

　
人
は
神
な
し
に
生
き
て
い
る
の
か

講
師
：
末
延
隆
利（
大
本
大
阪
本
苑
特
任
宜
伝
使
）

宇
宙
万
物
は
関
連
し
統
一
さ
れ
て
い
る
。統
一
意

志
の
所
有
者
を「
神
」と
い
う
。人
は「
神
の
子

神
の
宮
」と
言
わ
れ
、神
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て

い
る
。人
は
、こ
の
世
を
治
め
る
使
命
を
持
っ
て

い
る
。神
と
は
何
か
、人
と
は
何
か
を
理
解
し
、

真
の
生
き
方
を
考
え
ま
す
。

講話する浅田秋彦講師講話する浅田秋彦講師 ３月２６日和歌山「松山」の整備に行きました。３月２６日和歌山「松山」の整備に行きました。

4月14日
中止になりました



●
み
手
代
お
取
次

○
4
月
春
季
大
祭　
　
　

末
延　

隆
利　

宣
伝
使

○
5
月
月
次
祭　
　
　
　

田
辺　

嘉
一　

宣
伝
使

○
6
月
月
次
祭　
　
　
　

桑
原　

昭
吉　

宣
伝
使

※
お
取
次
ご
希
望
の
方
は
事
務
所
ま
で
申
し
出
て
下
さ
い
。

本苑春季大祭・乙姫様月次祭
ライブ配信（春のレクリエーション）
分所支部長会議
役割拝読会
祭服クリーニング【中止】
大阪本苑書道部【中止】
お　茶【中止】
総代会
謡「大本心謡会」
宣教部会
誄詞研修会
常設講座「死んだらどうなるの？」
分所支部月次祭
生きがい公開講座
浄　書【中止】
謡「大本心謡会」
エス語同好会【中止】
参事会
常設講座「人は何のために生きているの？」
エス語入門講座
信徒研修会
エス語講習会（初級文法）
乙姫様月次祭【4月11日に変更】
四代教主毎年祭遥拝祭
運営委員会

常設講座「神と人との関係？」
みろく能
中之島まつり【不参加になりました】
エス語講習会（初級会話）
教主生誕祭遥拝祭
三代様・尊師様生誕祭遥拝祭
みろく大祭遥拝祭
霊界物語拝読会
短歌会
誠心会幹事会
メディア制作室配信準備
エス語入門講座
本苑月次祭
（準備・掃除）神路・梅の宮・河内長野
分所支部長会議
役割拝読会

AM

AM
PM
AM

PM
PM
AM

PM
PM
PM
PM
PM

PM
AM
PM
PM
AM
PM

PM
AM
AM
AM
PM
PM
PM
PM
PM
AM

10:00

10:00
1:00
10:00

2:30
7:30
10:00

7:00
2:00
2:30
2:00
7:00

6:30
10:00
2:00
1:00
10:00
7:00

2:00
10:00
10:00
10:00
2:00
1:00
1:30
3:00
6:30
10:00

4月11日(日)

13日(火)

14日(水)
15日(木)

16日(金)
17日(土)

18日(日)
21日(水)
22日(木)

23日(金)

24日(土)

25日(日)
27日(火)
28日(水)
29日(木)
30日(金)

5月1日(土)
3日(月)

4日(火)

5日(水)
6日(木)
8日(土)

9日(日)

新型コロナウイルス感染症拡大の状況により変更になる可能性があります。

●4月～5月 (一部)  行事予定 本
苑
所
蔵 

お
作
品
紹
介

小
藪 

資
史 

特
派
在
阪
日
程

5
月 
8
日（
土
）〜 

9
日（
日
） 

特
派
へ
の
お
取
次・ご
相
談
は
、事
前
に
本
苑
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

本 

苑 

日 

誌 （
3
月
）

令和3年4月11日(4) 大阪本苑だより

スマホをお持ちの
方は各QRコードを
読み取りご活用
ください。

大阪本苑
ホームページ

2
日

4
日

5
日

7
日

11
日

13
日

14
日

16
日

17
日

18
日

19
日

20
日

21
日

23
日

25
日

26
日

27
日

28
日

31
日

エ
ス
語
講
習
会（
初
級
会
話
）【
中
止
】

謡「
大
本
心
謡
会
」（
4
人
）

運
営
委
員
会

常
設
講
座【
中
止
】

企
業
繁
栄
祈
願
祭（
54
人
）

霊
界
物
語
拝
読
会【
中
止
】

謡「
大
本
心
謡
会
」（
4
人
）

短
歌
会（
7
人
）

誠
心
会
幹
事
会

メ
デ
ィ
ア
制
作
室
配
信
準
備

エ
ス
語
入
門
講
座【
中
止
】

本
苑
月
次
祭・乙
姫
様
月
次
祭（
64
人
）

分
所
支
部
長
会
議

役
割
拝
読
会【
中
止
】

祭
服
ク
リ
ー
ニ
ン
グ【
中
止
】

大
阪
本
苑
書
道
部【
中
止
】

生
き
が
い
公
開
講
座

乙
姫
様
月
次
祭【
3
月
14
日
に
変
更
】

謡「
大
本
心
謡
会
」（
5
人
）

宣
教
部
会

常
設
講
座

分
所
支
部
月
次
祭

エ
ス
語
講
習
会（
初
級
文
法
）（
8
人
）

浄　

書【
中
止
】

エ
ス
語
同
好
会【
中
止
】

参
事
会

常
設
講
座（
1
人
）

エ
ス
語
入
門
講
座（
5
人
）

本
苑
春
季
慰
霊
大
祭（
113
人
）

二
代
様
毎
年
祭
遥
拝
祭（
4
人
）

マイ箸
マイボトル
マイバック
マイ祝詞・讃美歌

貧困に終止符を打ち、
地球を守り、環境を保護し、
全ての人が平和と豊かさを
享受することができるよう
「誰一人取り残さない」

SDGs

神
饌
物
献
納
御
礼

　

3
月
祭
典（
本
苑
・
乙
姫
様
）に
は
左
記
の
方

々
よ
り
神
饌
物
を
献
納
頂
き
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

○ 

杉
谷　

直
樹 

様　
（
天　

満
）

　

○ 

岡
尾　

由
貴 

様　
（
玉　

川
）

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、本

苑
の「
祝
詞
と
讃
美
歌
」の
使
用
を
し
ば
ら
く
中

止
し
ま
す
。つ
き
ま
し
て
は「
マ
イ
祝
詞
・
マ
イ

讃
美
歌
」を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。」

大本大阪本苑
本苑月次祭・行事をライブ配信
「霊界物語役割拝読」の録画配信

人類愛善会大阪
「令和の生きがい公開講座」
「生きがいの探求」録画配信

茶杓「なにはづ」
五代教主様

 「葉皿」
五代教主様

【　

作　

】　

三
代
教
主
様

【
作
品
名
】　

我
が
家
の
教

　
わ
か
家
の
を
し
へ
に
い
り
て
い
く
た
り
の

　
　
ひ
と
か
幸
福
に
な
り
つ
る
な
ら
む

【
サ
イ
ズ
】　

H
7
1
0
×
W
3
1
0


